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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　共振アンテナ回路（１０１、３０１、５０１、１２０１、１３０１）を駆動するための
駆動回路（１１０、３１０、５１０、１２１０、１３１０）であって、前記共振アンテナ
回路が、インダクタンス（Ｌ）およびキャパシタンス（Ｃ）を並列に備え、また、第１お
よび第２のノード（Ｎａ１、Ｎａ２）を通じて所定の発振周波数（ｆｏｓｃ）を有する発
振電圧信号（Ｖｏｓｃ）を発生させるように適合され、前記駆動回路が、
　－前記共振アンテナ回路の前記第１および第２のノード（Ｎａ１、Ｎａ２）にそれぞれ
接続される第１および第２のインターフェースノード（Ｎｉ１、Ｎｉ２）、
　－前記第１および第２のインターフェースノード（Ｎｉ１、Ｎｉ２）上の前記共振アン
テナ回路によって提供される前記発振電圧信号（Ｖｏｓｃ）を監視するように、ならびに
前記発振信号の極小および／または極大の近傍に位置する時間ウィンドウを決定するよう
に、ならびに前記発振電圧信号（Ｖｏｓｃ）の振幅を測定するように、ならびに前記時間
ウィンドウおよび振幅を励起回路（１０２、３０２、５０２、１２０２、１３０２）に提
供するように適合される制御回路（１０３、３０３、５０３、１２０３、１３０３）、を
備え、
　－前記励起回路が、前記時間ウィンドウおよび前記振幅に基づいて励起信号（１１３、
３１３、５１３、１２１３、１３１３）を発生させるように、ならびに前記励起信号を第
１および／または第２のインターフェースノード（Ｎｉ１、Ｎｉ２）に印加するように適
合され、前記励起回路が、少なくとも１つの電流パルス（１１２、１１４、１１５）を発
生させるように適合された電流源を備え、時間ウインドウあたりの電流パルスの数ならび
に／または前記少なくとも１つの電流パルスの振幅および／もしくは持続時間および／も
しくは形状が、前記測定された前記発振電圧信号（Ｖｏｓｃ）の振幅に依存して選択され
る、駆動回路（１１０、３１０、５１０、１２１０、１３１０）。
【請求項２】
　前記制御回路（１０３、３０３、５０３、１２０３、１３０３）が、前記発振電圧信号
（Ｖｏｓｃ）の極小および／または極大の発生時間を検出するように適合される、請求項
１に記載の駆動回路（１１０、３１０、５１０、１２１０、１３１０）。
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【請求項３】
　前記少なくとも１つの電流パルスが、前記測定された前記発振電圧信号（Ｖｏｓｃ）の
振幅に依存して選択される、調整可能または選択可能な強度を有する単一のパルス（１１
２、１１４）であるか、または
　前記少なくとも１つの電流パルスが、各々が固定の強度または調整可能な強度を有する
複数（Ｎ）の、少なくとも２つ、または少なくとも３つのパルスであり、
　前記少なくとも１つの電流パルスが、所定の強度の複数（Ｎ）のパルスを備えるバース
トであり、前記バーストの前記パルス数（Ｎ）が、前記測定された前記発振電圧信号（Ｖ
ｏｓｃ）の振幅に依存する、請求項１または２に記載の駆動回路（１１０、３１０、５１
０、１２１０、１３１０）。
【請求項４】
　正電圧（Ｖｐ）および／または負電圧（Ｖｎ）を提供するように適合される少なくとも
１つの電圧コンバータをさらに備え、
　前記励起回路（１０２、３０２、５０２、１２０２、１３０２）が、前記正および／ま
たは負電圧（Ｖｐ、Ｖｎ）を使用して正および／または負符号を有するパルスを含む励起
信号（１１３、２１３、５１３、１２１３、１３１３）を発生させるように適合される、
請求項１～３のいずれかに記載の駆動回路（１１０、３１０、５１０、１２１０、１３１
０）。
【請求項５】
　前記発振電圧信号（Ｖｏｓｃ）を減衰させるように適合される減衰回路（３０４、５０
４、１２０４、１３０４）をさらに備え、
　前記制御回路（３０３、５０３、１２０３、１３０３）が、減衰制御信号を前記減衰回
路に提供するようにさらに適合される、請求項１～４のいずれかに記載の駆動回路（３１
０、５１０、１２１０、１３１０）。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれかに記載の少なくとも１つの駆動回路（１１０、３１０、５１０
、１２１０、１３１０）を備える、集積回路。
【請求項７】
　送信機デバイス（１００、３００、５００、１２００、１３００）であって、
　請求項１～５のいずれかに記載の駆動回路（１１０、３１０、５１０、１２１０、１３
１０）または請求項６に記載の集積回路と、を備える、送信機デバイス（１００、３００
、５００、１２００、１３００）。
【請求項８】
　共振アンテナ回路（１０１、３０１、５０１、１２０１、１３０１）を駆動する方法（
１４００）であって、
　前記共振アンテナ回路が、所定の共振周波数（ｆｃ）を有し、インダクタンス（Ｌ）お
よびキャパシタンス（Ｃ）を並列に備え、また、前記共振アンテナ回路の第１および第２
のノード（Ｎａ１、Ｎａ２）上で発振電圧信号（Ｖｏｓｃ）を発生させるように適合され
、
　前記方法が、
　ａ）前記第１および第２のノード（Ｎａ１、Ｎａ２）上の前記共振アンテナ回路によっ
て提供される前記発振電圧信号（Ｖｏｓｃ）を監視するステップ、
　ｂ）前記発振電圧信号（Ｖｏｓｃ）のタイミング情報および振幅情報を抽出するステッ
プであって、前記発振電圧信号（Ｖｏｓｃ）の極小および／または極大を検出し、前記極
小および／または前記極大の前記発生時間の近傍に時間ウインドウを画定することを含む
ステップ、
　ｃ）前記抽出されたタイミング情報に基づいて、および前記抽出された振幅情報に基づ
いて、励起信号（１１３、３１３、５１３、１２１３、１３１３）を発生させ、前記励起
信号を前記共振アンテナ回路に印加するステップ、
　ｄ）前記発振電圧信号（Ｖｏｓｃ）の振幅を測定するステップ、



(3) JP 2017-220925 A5 2018.7.19

　ｅ）前記測定された前記発振電圧信号（Ｖｏｓｃ）の振幅の関数として調整される持続
時間および／または振幅を有する時間ウインドウあたりの単一の電流パルス（１１２、１
１４）の形態で、前記励起信号を提供するステップを含み、
　前記方法がさらに、
　前記パルスの間に、固定のもしくは調整可能な持続時間、および／または固定のもしく
は調整可能な振幅、および／または固定のもしくは調整可能な符号、および／または調整
可能な遅延を有する或る数（Ｎ）の時間ウインドウあたりの電流パルス（１１２、１１４
）を備えるバースト（１１５）の形態で、前記励起信号を提供することと、
　前記数（Ｎ）、または前記持続時間、または前記振幅、または前記符号のうちの少なく
とも１つが、前記発振電圧信号（Ｖｏｓｃ）の前記測定された振幅の関数として調整され
ることを含む、方法。
【請求項９】
　共振アンテナ回路（１０１、３０１、５０１、１２０１、１３０１）を使用してオンオ
フキーイング（ＯＯＫ）変調ビットストリームを伝送する方法であって、前記共振アンテ
ナ回路が、所定の共振周波数（ｆｃ）を有し、インダクタンス（Ｌ）およびキャパシタン
ス（Ｃ）を並列に備え、また、前記共振アンテナ回路の第１および第２のノード（Ｎａ１
、Ｎａ２）上で発振電圧信号（Ｖｏｓｃ）を発生させるように適合され、
　前記方法が、
　－バイナリビットストリームを受信するステップと、
　－前記ビットストリームの値または遷移を決定するステップと、
　－前記ビットストリームの値が検出され、前記値が高（「１」）である場合に、請求項
８に記載の方法を使用して、前記発振電圧（Ｖｏｓｃ）の実質的に一定の振幅を維持する
ように前記共振アンテナ回路を駆動するステップと、
　－前記ビットストリームの値が検出され、前記値が低（「０」）である場合に、前記発
振電圧（Ｖｏｓｃ）を減衰させるステップと、
　－遷移が検出され、前記遷移が低から高への遷移（「０」－＞「１」）である場合に、
１つ以上の初期励起パルスを前記共振アンテナ回路に送信し、その後に、請求項８に記載
の方法を使用して、前記発振電圧（Ｖｏｓｃ）の振幅を増加させるように前記共振アンテ
ナ回路を駆動するステップと、
　－遷移が検出され、前記遷移が高から低への遷移（「１」－＞「０」）である場合に、
前記発振電圧（Ｖｏｓｃ）を減衰させるステップと、を含む、方法。
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